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※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 
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※大会申込書時に記入したチーム名から変更することはできません。 

※パワーポイント内に動画を使用している場合は「有・無」を記入してください。 

チーム名（フリガナ） 代表者名（フリガナ） 
チーム人数 

（代表者含む） 

PPT動画 
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※プレゼンツールを使用する場合は記入してください。記入がないプレゼンツールは大会当日使用できません。 
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研究テーマ（発表タイトル） 

発達障がい者就職活動支援プロジェクト 

 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

私たちも就職活動を意識し準備する時期となり、それによって障がい者向けの就職活動サイトも多数あることを

知り、障がい者雇用の需要が高まっていることに気が付きました。さらに調べを進めていくと、発達障がいの学

生は年々増え続けていることがわかりました。就職活動をする学生として同じ立場から、互いに高め合いながら

社会に出たいと思い、この研究を始めました。そこから、就職支援の対応に困る大学の力になり、タイそれ班が

大学と発達障がいの学生を手助けし、戦力となる人材を育成します。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

障がいのある学生に関する調査で、５割を超える大学が就職相談において対応に困った経験があると答えました。

また、その障がいの４５％を発達障がいがしめているのが現状です。その発達障がい者学生は年々増え続けてお

り、平成２４年から平成２８年にかけて約２倍になりました。 



 

大学の現状は、国立大学では法律で障がい者支援をすることが義務付けられていますが、私立大学では義務が徹

底されていません。そこで、調査によると障がい者学生生活支援を行っている大学は約３３％だということがわ

かりました。しかし、これらは学生生活を支援するものが中心であり、就職に関する支援は少ないということが

わかりました。 

企業の現状は、平成２８年度時点の法定雇用率達成企業は５０％をきっており、平成３０年４月の法定雇用率引

き上げにより、さらに未達成の民間企業が増えることが予想されます。 

３．研究テーマの課題 

障がい者総合研究所によると障がいのある学生の就職支援において、１００％の大学が学生本人の自己理解が課

題であると感じており、自己理解を深めることが重要だとわかりました。また、実際の声を伺うため、松為信雄

様にヒアリングを行ったところ発達障がいのある学生は、１年次から自己理解を深め自身の得意不得意を知る必

要があるとのことでした。そこでさらに、本学の児童発達学科伊藤英夫教授にヒアリングを行ったところ、発達

障がい学生に対する周囲の理解が足りていないことが問題であり、大学での新しい就職支援が必要とのことでし

た。 

以上のことから、自己理解、周囲の理解、新しい就職支援が不足していることが課題であることがわかりました。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

大学３年間を通じて、３つのプロセスを実践し、人材育成をするプログラム、D.S.E ソリューションを提案いた

します。１年次、２年次では自己理解と周囲の理解を重点的に取り組みます。自己理解を深めるためにナビゲー

ションブックを使用したり、発達障がいの子を持つ保護者、就労支援の職員、企業の方の３者がディスカッショ

ンするイベントを開催し周囲理解につなげます。 

また、３年次では就職活動支援を行います。自己理解と周囲理解をより深くするため、戦力となる人材を育成す

るため、学生主体となった委員会を発足いたします。この委員会は大学と学生が連携して活動しており、主に幹

部と、業務を遂行する委員会スタッフで構成されています。現在、障がい者支援のための人員が不足しているこ

とが問題視されておりますが、そこを学生が補うことで解決されると考えられます。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

取り組みを文京学院大学の工藤秀機学長に提案したところ、「委員会の学生には報酬があってもいい」、「ぜひ本

学でも取り組んでいきたい」とのご意見をいただき、提案内容のコンサルティングや職業リハビリテーションに

協力していただけるか、障がい者就労支援を専門に活動されている NPO法人様にヒアリングを行ったところ、５

つの NPO法人様が賛同してくださいました。以上のことより、実現可能性があるといえます。 



 

 

６．結果や今後の取り組み 

D.S.Eソリューションの実施、委員会を発足いたします。また、大学に特別授業開設依頼、イベントの開催、NPO

法人様との打ち合わせを考えております。 
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＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、実行委員会から審査員(ビジネスパーソン・大学教員)の方々に事前にお渡しいたします。 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、インナー大会・東京経済大学大会終了後、プレゼン部門にご協力いただいている日経 BP

マーケティング社様に作製していただく大会結果 HP に本企画シートは掲載されます。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。実行委員会から審査員に渡す際は、

A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

※大会参加申込み時点から、チーム編成の変更(チームの人数・交代など)は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に変更

が生じる場合は、実行委員会(プレゼン局)にご連絡ください。実行委員会側で協議のうえ、ご返答いたします。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさせていた

だきます。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日本学生経済ゼミナール関東部会・日経 BP 社・日経 BP マーケティン

グ社は一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も
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同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

※パワーポイント内で動画を使用する場合は、必ず｢有｣とご記入ください。動画を使用する際の注意事項は参加要項に記載しております。 

※プレゼンツールを使用する場合は、必ず企画シートにご記入ください。企画シートにてご記入が無い場合、発表当日のご使用を「不可」とさせていただきます。あらかじめご了承くだ

さい。 

_______________________________________________________________________________ 
 
                          ↑ ここまでを 4 ページ以内におさめて、提出してください 
 


